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                自然愛・環境問題研究所 代表 浅野 隆彦 

 

１） この『考え方』の中に、長期的視点が入っているのか？そこを具体的に

説明して貰いたい。 

  現時点で２０年～３０年先に至る計画を策定しょうとする時、その未来は

如何なる変化に見舞われて来るか、また３０年以上先に於いて更にどのような

変化が予測されるか、確り「考えねばならない」のではないか。 

 地球自然変動においても、「温暖化」、「南海あるいは東南海大地震」は計

画のスパンの中の確率は１００％と言って良いのではないか。「地球資源の枯

渇」も進行中であり、石油を初め、これまでの開発＝経済発展を支えてきた資

源の枯渇・価格高騰が危機的な段階に入ろうとしている。日本の内因の変化で

大きく現在の動向を左右するものは、「人口減少」であろう。これらを考える

だけでも、「経済の劇的後退」が避けられない状況に追い込まれて行く日本が

見えて来るではないか。そういった未来に何が必要で、何が不要なのか。 

 現実においても８００兆を越す国庫の借金、未だ未来にツケを回し、負の遺

産を残す事を考えているとしか思えないのである。 
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